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はじめに

　同和問題（部落問題）は人権問題の重要な柱であり，その解決に向けて正しく理解し，
認識を深めることが重要です。これまで部落差別をなくす教育としての中核を担ってきた
同和教育は，子どもとの深い関わりや，差別を許さない仲間づくりを大切にしてきまし
た。いじめや不登校などの今日的課題においても，これらの取組を更に充実させること
で，その解決が一層図られるものと考えます。
　同和問題（部落問題）については，歴史の研究も進展し，その研究成果が教科書の記述
にも反映されています。また，「部落差別の解消の推進に関する法律（部落差別解消推進
法）」が施行され，差別のない社会の実現をめざすために教育や啓発の充実に努めることが
明記されました。これらのことを踏まえ，学校においては，同和問題（部落問題）に関す
る指導の内容，方法等を工夫し，充実を図ることが大切です。
　本資料は，同和問題（部落問題）に関する基本的認識，歴史，指導の在り方について整
理したものです。子ども一人一人が自ら差別をなくす実践的な行動力を身に付けられるよ
う，各種研修会等や授業づくりにおいて本資料を積極的に活用してください。
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① 正しい歴史認識に基づいた学習を
被差別部落の歴史的起源に関する教科書の記述は，起源が近世（江戸時代）より前の時代に
あることから「厳しく差別されてきた身分の人々」と表記されています。次に，「農・工・商」
に身分上の上下関係はなかったこと，「えた」身分や「ひにん」身分は，武士や百姓，町人との
身分関係において被差別身分であることを明確にするという意味で，「百姓や町人とは別に身分
上厳しく差別されてきた人々」と記述されています。さらに，起源が近世以前ということで，
幕府や藩がつくったとか，置いたという記述は，削除されています。 

② 学ぶべきは，「生きる勇気と知恵」に満たされた生き方
差別されてきた人々は，文字どおり厳しい差別の中を人間としての誇りを失わず，勇気と知
恵を存分に働かせて生き抜いてきました。皮革製品や細工物等の製造などの産業や販売，庭園，
石垣づくりなどの技術，能などの伝統芸能や医学等，また，警察の補助的な仕事にみられる治
安等も担い，社会を支えました。このような文化の創造・継承等に努めてきた事実と併せて，そ
れらの営みが差別につながることの不合理さを押さえることが大切です。また，このようにし
て差別の中で守り，高めてきたものが，現在，日本を代表する伝統工芸や伝統芸能として，世界
に誇る日本文化の一端を担っているということにも気付かせたい事柄です。
なお，大切にしたいのは，技術を高め，認められる仕事をしたから「すごい」とする学習では
なく，そのことも含め，命を奪うほどの差別の中を生き抜いたという生き方を学ぶことです。

③ 歴史教科書に記述される「被差別身分呼称」，そこに込められた意味
「えた」身分・「ひにん」身分という用語は，中学校や高等学校等の社会科の教科書に記述され
ています。この用語は，長い歴史の中で，「人を蔑む」言葉として使用されてきたという事実が
あること，そして，部落差別や偏見をなくすために，あえて，この用語が教科書に記述されるよ
うになったことを十分認識して指導する必要があります。 
したがって，この用語を差別や偏見をなくす目的以外で使うことは，その時点で差別をした
ことになるということ，そして，今でもこの用語に深く傷つけられ，悔しい思いをしている人々
がいるということを生徒に理解させることが大切です。なお，小学校の教科書には，具体的身
分名を示していないことに十分留意する必要があります。 

④ 同和問題を「自分に引き寄せて」 
同和問題に関する学習を充実させるには，一部の教職員や教科担任まかせの学習ではなく，
全職員で取り組む必要があります。全校体制の下で，人権同和教育の全体計画や年間指導計画
に基づいて，児童生徒の人権に関する知的理解を深め，人権感覚を高めることが重要です。ま
た，同和問題を学んだ児童生徒に，「昔の出来事」という捉え方で終わらせるのではなく，自分
の生活や身の回りの問題と重ね合わせて考えさせることが大切です。そして，差別や偏見を許
さず，なくしていこうとする雰囲気づくり（仲間づくり）と関連付けることが極めて大切です。
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＜原文＞  
帰路は，良沢，淳庵と，翁と，三人同行なり。途中にて語り合ひしは，さてさて今日の実験，
一々驚き入る。且つこれまで心付かざるは恥づべきことなり。いやしくも医の業を以て互ひに
主君に仕ふる身にして，その術の基本とすべき吾人の形態の真形をも知らず，今まで一日一
日とこの業を勤め来りしは面目もなき次第なり。なにとぞ，この実験に基づき，大凡にも身体
の真理を弁へて医をなさば，この業を以て天地間に身を立つるの申訳もあるべしと，共々嘆
息せり。良沢もげに尤も千万，同情のことなりと感じぬ。
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